




















a 甲南大学 全学教育推進機構 共通教育センター・教育学習支援センター 
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ちょうどよい 1 23 31 55
やや多い 8 7 15
多い 17 17









やや不足 1 1 2
ちょうどよい 4 26 25 55
やや多い 2 6 7 15
多い 17 17




























ちょうどよい 2 4 31 18 55
やや多い 1 8 6 15
多い 17 17
総計 3 7 39 41 90
79 73
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